
前期後半が始まった頃は、例年になく雨模
様の毎日でしたが、ここ数日はまた大変暑い
日が続いています。運動会の全体練習が始ま
るのは１８日からですが、低中高の表現（ダ
ンス）の練習は始まっています。
１・２年生は各５クラスずつ計１０クラス

ですが、１年生と２年生が混ざって、エアコ
ンの効いた教室で練習しています。（１の２と
２の２が半分ずつのグループになります。半

分は自分の教室に残ります。１の２の子どもの半分は２の２教室で２の２の
園田先生が、２の２の子どもの半分は１の２教室で崎山先生が指導します。
他のクラスも同様です。）教室に戻っていた１年生に話を聞くと、「２年生、
上手だった！」「とっても楽しかった～！」と満足気でした。

大きな学校でも、「全部の職員で全部の子どもたちを育てる」ことは大事
なことだと思っています。そして、このような練習は、２年生には「１年生
に教えてやらなくちゃ！」という使命があり、２年生にとってのやりがいに
もなります。１年生にとっては、「来年は自分たちがこんなお兄ちゃん、お
姉ちゃんにならなくちゃ！」という自覚につながります。ある程度の踊りの
型を覚えてからの体育館や運動場での練習の方が、熱中症予防にもなります
ね。

学校運営協議会でも児童の運営委員会でも「あ
いさつ」をキーワードに取り組んでいますが、子
どもたちの様子を見ていると実に個人差があるな
ぁという印象です。
時々、登校時間帯に正門前から西に向かって歩

きます。すれ違う登校班の子どもたちは、私の「お
はよう！」「おはようございま～す！」にはほぼ返してくれますが、
１０人程の登校班の子どもたちの声より私の声の方が遙かに大きいと
思います。一人一人と目を合わせて、ワントーン高い「おはよう！」
の声には、よく反応してくれるという印象です。道路の向こう側もたくさん
の子どもたちが、正門を目指して歩いていますが、「おはよー！」と大きな
声で手を振ると、大きな声で「おはようございま～す！」と返してく
れる子どももいます。「おっ君のあいさついいねっ！」という子もい
ます。でも、もっともっと元気で気持ちのよいあいさつがきっとでき
ます。そんな子どもたちを育てなければならないと思うし、「西小の
子どもたちの挨拶って元気になる！」と地域の方々から言われるよう

な学校にしていきたいものですね。
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伝えることは難しくて
それでも分かりたいと
思ってくれる人は
きっといる。
～平成２９年度 熊本県

人権メッセージ作品集より～
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第４条

＜１・２年合同の練習の様子＞


